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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
茨
城
県
議
会
に
対
す
る
温

か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
第
四
回
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
第

百
五
代
茨
城
県
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
我
が
国
で
は
、
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
て
、
よ

う
や
く
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
や
人
口
の
減
少
、
厳
し
い

財
政
状
況
な
ど
様
々
な
課
題
に
直
面
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
県
に
お
い
て
も
、
依
然
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
徹
底
し
た
改
革
を
進
め
る

と
と
も
に
、
産
業
振
興
や
雇
用
の
拡
大
、
医
療
・
福

祉
の
充
実
、
治
安
の
確
保
な
ど
に
総
力
を
結
集
し
て

取
り
組
み
、
十
年
先
、
二
十
年
先
の
未
来
に
向
け
て

確
か
な
礎
を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
国
に
よ
る
地
方
分
権
の
決
議
か
ら
二
十
年

が
経
ち
ま
し
た
が
、
地
域
に
暮
ら
す
方
々
が
真
に
豊

か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

住
民
に
身
近
な
行
政
を
担
う
地
方
の
自
由
度
が
一
層

高
ま
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

私
ど
も
県
議
会
で
は
、
今
後
も
皆
様
の
声
に
真
摯

に
耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、﹁
行
動
で
県
民
と
県
政

を
つ
な
ぐ
県
議
会
﹂
を
モ
ッ
ト
ー
に
闊
達
な
議
論
を

交
わ
し
、
郷
土
い
ば
ら
き
が
輝
か
し
い
未
来
へ
と
飛

躍
で
き
る
よ
う
最
善
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
第
四
回
定
例
会
に
お
い
て
、
第

百
七
代
茨
城
県
議
会
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

菊
池
敏
行
で
ご
ざ
い
ま
す
。
県
民
福
祉
の
向
上
と
県

勢
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
飯
塚
議
長
を
補
佐
し
、

公
平
・
公
正
で
円
滑
な
議
会
運
営
に
精
一
杯
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
我
が
国
経
済
は
、
政
府
の
経
済
再
生
に
向
け

た
取
り
組
み
に
よ
り
、
や
っ
と
好
転
の
兆
し
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
本
県
と
し
て
も
、
国
と
歩
調
を
合
わ

せ
つ
つ
、
効
果
的
に
経
済
雇
用
対
策
を
実
行
し
、
そ

の
効
果
が
県
内
経
済
の
隅
々
ま
で
行
き
渡
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
震
災
及
び
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
を
強
力

に
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
県
土
づ
く

り
や
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
な
ど
を
図
る
ほ
か
、

今
こ
そ
本
県
が
持
つ
潜
在
力
を
最
大
限
に
引
き
出

し
、
安
心
・
安
全
で
、
活
力
あ
ふ
れ
る
郷
土
を
築
い

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
本
県
が
力
を
注
い
で
き
た
陸
・
海
・
空

の
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
企
業
誘
致
、

観
光
交
流
の
拡
大
、
さ
ら
に
科
学
技
術
を
活
か
し
た

産
業
振
興
な
ど
、
茨
城
の
発
展
に
繋
が
る
動
き
を
加

速
す
る
力
に
な
れ
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
第
四
回
定
例
会
は
、

十
二
月
二
日
か
ら
十
六
日
ま
で
十
五
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
議
員
等
か
ら
通
学
路
に
お

け
る
児
童
生
徒
の
安
全
対
策
の
強
化
に

関
す
る
意
見
書
、
犯
罪
被
害
者
支
援
制

度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
、
知
事
か

ら
平
成
二
十
五
年
度
茨
城
県
一
般
会
計

補
正
予
算
、
茨
城
県
核
燃
料
等
取
扱
税

条
例
な
ど
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
防

止
対
策
、
霞
ヶ
浦
・
筑
波
山
周
辺
地
域

の
振
興
策
、
看
護
職
員
の
確
保
、
世
界

湖
沼
会
議
の
誘
致
な
ど
の
項
目
に
つ
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。（
二
～
三
面
）

　

各
常
任
委
員
会
は
、
付
託
議
案
の
審

査
、
そ
の
他
所
管
事
項
に
関
す
る
質
問

を
行
い
、
米
子
便
利
用
促
進
に
向
け
て

の
取
り
組
み
、
防
災
拠
点
へ
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
状
況
、
動
物
愛
護

に
関
す
る
条
例
改
正
で
期
待
さ
れ
る
効

果
、
全
国
を
リ
ー
ド
す
る
農
業
政
策
の

展
開
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
の
取
り
組

み
、
い
ば
ら
き
っ
子
郷
土
検
定
事
業
の

今
後
の
展
望
な
ど
を
議
論
し
ま
し
た
。

（
四
～
五
面
）

　

決
算
特
別
委
員
会
は
、
平
成
二
十
四

年
度
茨
城
県
一
般
会
計
及
び
同
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
な
ど
に
つ
い

て
審
査
し
ま
し
た
。（
七
面
）

　

通
学
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
通
学
児
童

生
徒
の
安
全
確
保
を
通
じ
、
全
国
に
誇

る
安
全
な
県
と
す
る
た
め
、
多
岐
に
わ

た
る
提
言
を
盛
り
込
ん
だ
最
終
報
告
書

を
ま
と
め
ま
し
た
。（
七
面
）

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条
例
、

人
事
、
認
定
、
報
告
、
意
見
書
、
決
議
、

請
願
な
ど
の
五
十
件
の
議
案
な
ど
が
可

決
、
同
意
、
認
定
、
承
認
、
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

2014年迎春

平成25年第4回定例会の様子 茨城県議会議事堂

今
定
例
会
の
概
要

復
興
を
成
し
遂
げ

　
　

元
気
な
郷
土
づ
く
り
を

行
動
で
県
民
と

　
　

県
政
を
つ
な
ぐ
県
議
会


